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学位論文題名 

 

着地動作時の膝関節外反角度およびモーメントに影響する要因の検討 

―膝前十字靱帯損傷予防の観点から― 

 

 当審査は平成２７年１月２８日実施の公開発表にて行われた。（出席者５５名） 

膝前十字靱帯損傷は最も重篤なスポーツ外傷の一つであり，予防法の発展が国際的に期待され

ている。近年の受傷メカニズムや危険因子に関する研究から，着地動作における膝関節外反角度

および外反モーメントの増加が膝前十字靱帯損傷の危険性を高めるということが明らかとなって

きた。予防法を発展させるためには，着地動作における膝関節外反角度および外反モーメントに

影響を与える要因について明らかにすることが重要であるが，それらの要因を検討した報告は少

なく，今後の課題となっている。 

 本論文は，膝前十字靱帯損傷予防の発展を目的として，三次元動作解析によるバイオメカニク

ス的研究から着地動作時の膝関節外反角度および外反モーメントに与える要因に関して検討した

ものである。 

研究の成果として第一に，着地動作時の足部方向の変化が膝関節外反角度および外反モーメン

トに有意の影響を与え，足部を内側へ向けた着地では膝関節外反角度および外反モーメントが増

加することを明らかにした。この知見は，着地動作の評価や動作指導における重要な指針を示唆

するものである。第二に，女性は着地動作後にジャンプ動作が続くことにより，単純な着地動作

よりも膝関節外反角度が増加することを明らかにした。この知見は，単純な着地動作への介入だ

けでは不十分であり，着地動作後にジャンプ動作が続くような動作への介入の必要性を示すもの

である。第三に，着地動作中の股関節回旋運動と膝関節外反運動は関連し，股関節外旋角度の増

加が膝関節外反角度の増加と関連することを明らかにした。この知見は，膝前十字靱帯損傷予防

における股関節への介入の必要性を支持するものである。 

本論文は，着地動作時の膝関節外反角度および外反モーメントに影響する要因を明らかにし，

今後の着地動作の評価および介入方法に重要な知見を提供するものである。これらの新たな知見

は，スポーツ医学領域の重要な課題の一つである膝前十字靱帯損傷の予防的介入の発展に貢献す

るところ大と考えられる。 

 よって，著者は北海道大学博士（保健科学）の学位を授与される資格があるものと認める。 

 


